
「働く現場見学ツアー」に参加して 滝 愛佳（外国語学部英米学科３年） 

外国人留学生との交流 ～Coffee Hour～ 

外国人留学生別科２００８年春学期入学式で挨拶するマルクス学長 

学内会社説明会 

４代目学長 ロバート・リーマー 神父 
　１９８３年、ヒルシュマイヤー学長が急逝され、ロバート・リーマー

外国語学部教授が第４代学長に就任しました。ここから９３年まで

の１０年間の在任期間は、創立以来の伝統を守り継承するとともに、

国際性を深め急速な情報化社会に対応する教育・研究が著しく発

展を遂げた時期となりました。 

　就任翌年には、文学部神学科と文学研究科神学専攻博士課程が

「在名古屋南山大学教皇庁認可神学部」としてローマ教皇庁より

認可され、カトリック大学としての宗教教育の将来に多大の期待

が寄せられるようになりました。 

　一方、学内的には’８６年に国際的な高度情報化時代に対応する

新しい学科として経営学部情報管理学科、’８８年に外国語学部日

本語学科、’９２年には外国語学では中部地方初の大学院となる外

国語学研究科修士課程が設置され、新しい時代の担い手となる国

際人の養成を目的とした組織編成が行われました。 

　また南山大学の特色の一つとしてあげられる地域研究の分野

では、これまでの２つの地域研究センターに加え、’８６年にオース

トラリア研究センター、’９１年にはヨーロッパ研究センターが設置

され、世界情勢のグローバル化に合わせた学術研究施設が完成

しました。これにより、研究機関「南山大学」としてのアイデン

ティティーを確立することとなりました。 

南山大学 歴代学長紹介 

ロバート・リーマー 神父 

１９３２年１０月３日生まれ 
在任期間：１９８３年～１９９３年 
所属：外国語学部英米科 

本年度、南山学園は創立７５周年を迎えました。 
そこで、これまでの大学の歩みを歴代の学長とともに振り返ります。 
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【個人】 

●尾堂真美（硬式庭球部女子）第４２回東海学生

選抜室内テニスシングルスベスト４、全日本学生

テニス選手権大会出場　●鈴木裕也（硬式庭球

部男子）第５７回東海学生春季テニストーナメント

大会シングルスベスト４、全日本学生テニス選手

権大会出場　●濱田あゆみ（弓道部女子）第５０

回東海学生弓道選手権大会個人５位　●阿部寛

和（陸上競技部）第７３回東海学生陸上競技対校

選手権大会８００ｍ２位、第６２回国民体育大会選手

選考春季選抜優勝　●山中遥（陸上競技部）第３４

回東海学生陸上競技秋季選手権大会８００ｍ４位

●池田達哉（少林寺拳法部）第４３回少林寺拳法

東海学生大会自由組演武少拳士以上の部最優秀

賞●松岡令子（少林寺拳法部）第４３回少林寺拳

法東海学生大会自由組演武少拳士以上の部最

優秀賞●稲生達哉（水泳部）中部学生選手権水

泳競技大会５０ｍ自由形６位、１００ｍバタフライ７位

●廣田葵（水泳部）中部学生選手権水泳競技大会

１００ｍ平泳ぎ７位、２００ｍ平泳ぎ６位　●水野雄介

（水泳部）中部学生選手権水泳競技大会２００ｍ

平泳ぎ４位　●濱口翔伍（洋弓部男子）全日本学

生フィールドアーチェリー選手権大会８位　●秋山

愛（洋弓部女子）全日本学生フィールドアーチェ

リー選手権大会６位　●池田真司（ラクロス部男

子）１７th Hawaii Lacrosse Invitational 

Tournament出場　●野田明宏（ラクロス部男

子）１７th Hawaii Lacrosse Invitational 

Tournament出場　●鈴木博美（ラクロス部女

子）第１６回東海学生ラクロスリーグ戦FINAL：

MVP受賞　●本釜美都留（ラクロス部女子）２００７

女子U１９ラクロス世界大会日本代表出場　●川

口航（Forty-Love Tennis Team）東海学生庭

球同好会連盟第２６回個人選手権大会優勝、同第

１３回室内選抜ダブルストーナメント優勝　●松

浦由佳（裏千家茶道部）学校茶道体験論文最上

位優秀賞　●佐藤詩織（競技エアロビック）

SUZUKI WORLD CUP２００７トリオの部３位、

第７回全日本学生エアロビック選手権大会女子シ

ングルの部優勝他　●小林亜紀江（ドイツ語弁論

大会）第４６回中部地区ドイツ語弁論大会優勝 

（以上２０個人） 

 

【団体】 

●硬式庭球部女子　東海大学対抗テニスリーグ

戦１部リーグ３位　●漕艇部女子　第３９回中部

学生ボート選手権大会舵手付クオドルプル優勝

●水泳部　中部学生選手権水泳競技大会女子

４００ｍメドレーリレー５位　●ラクロス部女子 第１６

回東海学生ラクロスリーグ戦FINAL優勝および

第１８回ラクロス全日本選手権出場　●基礎

スキー部　第２８回東海学生基礎スキー選手権

大会および同王座決定戦優勝　●チアリーダー

ズRUSTLES　第１２回中部チアリーディング選

手権大会規定部門優勝・自由部門準優勝および

第１９回全日本学生選手権大会決勝１４位　●管

弦楽団　第８５回、第８６回定期演奏会および南山

学園７５周年記念式典　●法学部アドバンスト演

習丸山ゼミ　東海学生刑法学会第５回大会優勝 

（以上８団体） 

 

■ ２００７年度 学生部長表彰 

山口 光大 様 
大平 新太郎 様 
他1名様 
 

「南山大学教育・研究支援」へのご協力に感謝いたします。 

■ 寄付者ご芳名 ■ 新学長 

発行 学長室　 
〒４６６‐８６７３ 名古屋市昭和区山里町１８ 
Phone : ０５２‐８３２‐３１１３（直通） 
E-mail : gaku-koho@nanzan.ac.jp 
http://www.nanzan-u.ac.jp/

２００８. ３. ２０ 

２０個人８団体 

　個人もしくは団体が課外活動において特

に優れた成績をおさめたとき、または課外

活動に著しく貢献したとき、特に顕著な善

行を認められたとき、学生部長表彰が授与

されます。今年度は３月１９日に表彰式がお

こなわれ、受賞者、受賞団体の栄誉を称え、

学生部長から表彰状とともにそれぞれの活

動に必要な品が贈られました。 

　私は昨年キャリア支援室主催の「働く現場見学ツ

アー」に参加しました。私が行ったのは（株）ジェイエ

アという、県営名古屋空港に本社がある日本航空グルー

プの航空会社です。私は小さい頃から飛行機や空港

が好きで、その近くで働いてみたいと思っていました。

そのため、実際に航空業界で働いている人からお話

を伺えるこの企画に迷わず参加しました。 

　ツアー当日、空港に到着し会議室で会社概要の説明

を受けた後、社内を見学しました。社員の方の説明を

伺いながら、さまざまな部署が入っているオフィス、実

際に使用している機体、そして、エンジンやタイヤなど

飛行機の部品がある場所を順に見学していきました。

社内はとてもアットホームで温かい雰囲気を感じました。

私がここで働いたら・・・と具体的に想像を膨らませら

れるところが、会社見学の利点ではないでしょうか。 

　その後会議室に戻り、客室乗務員の方のお話を伺

いました。客室乗務員の仕事は出勤後、お客様やサー

ビスに関する情報のチェックから始まり、お客様が搭

乗される前に機長との打ち合わせ、機内の備品の確

認、飛行中には救命胴衣の使い方の説明や飲み物の

サービスを行います。また、お客様が降りられた後に

機内清掃を行うのもジェイエアでは客室乗務員だそ

うです。このよう

にお客様の目に留

まらない仕事も多

く、客室乗務員の

素敵な笑顔の裏に

は、たくさんの苦

労があると思いました。その反面、丁寧な言葉遣い

で自分の仕事に誇りをもって話されている姿がとて

も印象的で、やりがいのある仕事なのだと感じました。 

　このツアーを通して、社内を見学したり現場で働

く人に話を伺うことで、会社の雰囲気を自分の肌で

感じることができました。就職活動に関する多くの

情報はインターネット等で簡単に手に入れることが

できますが、一番信頼できる情報は、実際に自分で

見たり聞いたりして得た情報ではないでしょうか。

これから就職活動を進めていくにあたり、主体的に

行動することを大事にし、さまざまな会社を見なが

ら進むべき道を決めていこうと思いました。南山大

学のキャリア支援室にはこの企画も含めて、学生を

バックアップする体制が整っているのでこれからも

積極的に活用していきたいです。 

　私は東アジア近現代史、とりわけ中国近現

代の政治外交史・政治思想史を専門として

いる。その理由はなぜか。研究の出発点は

どこにあるのか。それは、私の場合、１９８９年

６月４日の天安門事件（民主化運動）にある。 

　当時１５歳だった私にも、社会主義体制が世

界で崩壊しつつあることは容易に理解できた。

しかし、そうした世界の潮流に逆行するかの

ように、なぜ隣国の社会主義中国では「反民

主的な政治弾圧」がおこなわれ、社会主義体

制を（表面的であれ）その後も維持できたの

かは謎であった。そこで、大学進学後に、天安

門事件とその背景となった現代中国の民主

化運動について調べ始めた。 

　ところが、その作業中に思わぬ発見があっ

た。それは、社会主義中国が建国される以前

の中華民国期（１９１２-１９４９年）において、実

に多くの民主化運動と自由・人権を尊重しよ

うとする政治活動がおこなわれていた、とい

う事実である。しかも、それらはイギリス・ア

メリカ・ソ連・日本などの国際情勢とも密接

に連動した世界史的な動きでもあった。さ

らに、１９３０年代から１９４０年代に政権を担当

していた中国国民党（蒋介石）は、国際情勢

を見極めつつ、日中戦争の最中に憲政を準

備し、終戦直後にそれを実施していた。 

　「中国近現代史に

このような事実が存

在するはずがない、

だからこそ現代中国

になってようやく民

主化運動が発生した

のだ」と信じきって

いた私にとって、それは天地がひっくり返る

ほどの驚きであった。私の「歪められていた」

中国近現代史像は根底から見直しを迫られ

ることになった。 

　こうして私は、天安門事件へと続く歴史的

な背景に主たる関心を移していった。具体的

には、中国国民党がどのように当時の内外情

勢を判断しながら憲政を実施したのか、その

憲政はなぜ失敗したのか、憲政実施へと向

かわせた近代中国のリベラリズム思想とは

どのようなものであり、その後の中国・台湾・

香港の歴史にいかなる影響を与えたのかを

研究していくことにした。私にとって幸いだっ

たのは、こうした新しい研究関心を寛大に受

け入れてくださる学術環境が日本国内に整

備されていたことと、関連する行政文書（档案）

が中国や台湾で続々と公開され始めていた

ことである。その成果の一端は、拙著『戦後

中国の憲政実施と言論の自由１９４５-４９年』（東

京大学出版会、２００４年）にまとめてある。 

　私たちの専門分野は、歴史問題によって

情緒的になりがちな日中関係と冷静に向き

合うことを宿命付けられている。そのため

には、最新の学術研究を通じて近現代中国

の「あるがままの姿」を解明し、それを教育

の場に客観的に発信していかなければなら

ない。私もそうした緊張関係を背負いつつ

研究と教育に専念し、世界でも高く評価され

ている日本の中国研究を支え続けていきたい。 

　今回は私の…というより、私たち経済学部

の初年次必修科目「データ処理入門」を紹介

します。この授業の特徴は、コンピュータを使

いこなす能力=コンピュータリテラシーばかり

ではなく、経済データ分析の基礎的な能力の

育成にも力点をおいていることです。 

　２００３年度に施行された現行の高等学校学習

指導要領で、「情報」が必修教科として新設さ

れました。したがって、現在の大学生のおよそ

半数は、高校で情報を学習しています。また、

総務省の「通信利用動向調査」によれば、１３～

１９才のパソコン利用率は、０１年から０６年にか

けて、４３.１%から８０.５%へと上昇しています。 

　しかし、新入生がコンピュータを使っている

様子を観察すると、日本語ワープロの操作は

できるが、レポートやビジネス文書の体裁に

整えることはできなかったり、表計算ソフトで

グラフはとりあえ

ず作れるが、プレ

ゼンテーションと

しての効果を考

えて作ることは

できなかったり、

という現状が見られます。 

　そこで、「データ処理入門」のワープロ実習

では、レポートや文書を１枚の紙にきちんと収

める課題に取り組みます。表計算ソフトでは、

セル番地を含む数式を立てる実習と同じくらい、

グラフ作成実習にも多くの時間を割いています。 

　さらに、経済データの理解を助ける概念、

例えば、フローとストック、名目と実質、季節調

整などについて講義したうえで、変化率、構成

比、指数化、実質化、統計分析などに代表され

る経済データ分析の手法を、必ず実際の経済

データを用いて実習します。 

　かつてはごく一部の専門家に独占されてい

たコンピュータが、今や日常の道具となり、様々

な統計データがインターネットを通じて簡単

に入手できる時代だからこそ、データ分析も

他人任せにせず、自分の手で分析しようとす

る態度を身につけてほしいと願っています。 

 

吉根 勝美 

コンピュータリテラシーばかりではなく･･･ 
よしね・かつみ 

経済学部経済学科准教授 

私の ク
ラ
ス 

専攻分野は「情報科学」。 

長期研究テーマは 
「人的要因を含む情報システムの分析と構築」 
「情報教育を支援するシステムの再構築」。 

主な著書は 
「情報教育シリーズ・情報システム概論」 

（パワー社、１９９５年）など。 

担当科目は「データ処理入門」「データ解析」など。 

石原 裕之（経営学部経営学科２年） 
久野 百代（人文学部日本文化学科２年） 

　キャリア支援室は毎年、企業を招いて説明会を

実施している。２００８年は名古屋キャンパスに２５２

社（主に文系が採用対象となる企業）、瀬戸キャン

パスに１３７社（主に理系が採用対象となる企業）を

迎え、２月１～２日および１５～１６日の計４日間（瀬戸

キャンパスは２月１～２日および４日の計３日間）開

催した。一昨年までは２月中旬から約２週間かけて

開催していたが、採用活動の早期化が顕著となり、

従来通りでは学生と企業との最適なマッチング時

期を逃してしまう可能性を考慮し、昨年から日程を

早めて開催している。なお、キャリア支援室ではこ

のことに限らず、採用環境の変化に常に注目し、迅

速に対応しながら、学生がよりよい状態で就職活

動に取り組めるようサービスを提供している。 

　学内で会社説明会を実施することは企業、学生

双方にとってメリットがあるといえよう。採用の量

と質を確保したい企業にとっては、南山生のみを

対象とできることが何よりも大きい。企業は、特定

の学生と直接接触できる学内説明会への参加を

重視してきており、本学への依頼も増加の一途を

辿っている。卒業生を活用した積極的な働きかけ

を行い、自社の魅力を至近距離でＰＲしている。学

生にとっては、自ら学ぶ場所で開催される安心感

や利便性が先ず挙げられる。また、多くの企業を目

の当たりにすると「これだけの企業が南山を評価

してくれている」と

いった自信に繋がっ

ているようだ。それ

ら企業で活躍する

先輩から直接話を

聞くことでより踏み

込んだ実態を知り、

大いに刺激を受けている。さらには、企業理解を

深める一方で、新たな可能性と出会う場にもなっ

ている。実際、学内説明会で偶然にその企業のお

もしろさを発見し、それがきっかけとなり就職先決

定に至ったケースも毎年見受けられる。 

　参加した学生はリクルートスーツに身を固め、慣

れた場所というリラックスした雰囲気の中にも、緊

張した面持ちで各会場の席についていた。前半は

教室形式、後半にはブース形式も加わった名古屋

キャンパスではのべ約１８,０００名が、瀬戸キャンパ

スではのべ約４２０名が企業の説明に耳を傾けた。

実施後のアンケートでは、一部やや大人しい学生

も見受けられるとの評価もあったが、ほとんどの企

業が、メモをとりながら熱心に聞き入る南山生の姿

に感心していた。学生には目の前のチャンスを存

分に生かしてもらいたい。一人ひとりにとって、よ

り満足のいく進路選択に結び付くことを願っている。 

キャリア支援室長　板井 升義 

　こんにちは！　私たちは国際交流学生企画グルー

プ「Cof fee Hour」です。Coffee Hourは、外

国人留学生と日本人学生が交流できるイベント

を企画するグループで、国際交流に興味のある

学生が南山大学国際教育センターのサポートを

受けて活動しています。南山大学には、学部・大

学院留学生のほかに、毎年２０以上の国と地域か

ら１５０余名の留学生がCJS（外国人留学生別科）

に入学し、日本語や日本の文化を学んでいます。

ところが、残念なことに私たち日本人学生と彼ら

が一緒に授業を受ける機会があまりありません。

私たちCoffee Hourは、お互いの交流の場とし

て週２回のミーティングや月１～２回のイベントを

企画・提供しているのです。 

　ミーティングには留学生もたくさん参加し、イ

ベントの企画に積極的にアイディアを出してくれ

ます。今までにも日本食を知ってもらうために手

巻き寿司やたこ焼きを皆で作ったり、新しく南山

に入学した留学生に早くキャンパスを覚えてもら

いたいと構内スタンプラリーを企画したり、コンサー

トやゲーム大会、大学祭では留学生による自分の

国・文化紹介などを通して

お互いに親睦を深めてき

ました。ほかにも、「世界

の子どもたちに安全な水

を」というスローガンで

Charity Partyを開催し、多

くの方の協力のおかげで、集まったお金をユニ

セフに寄付することもできました。 

　外国人留学生別科春学期生を迎えて１月１６日

に開催されたWelcome Partyでは、日本人学

生４２人、留学生３６人の計７８人が参加し、初対面

でも会話に花が咲き、とても賑やかなPartyにな

りました。日本人にも留学生にも新たな友達を作っ

てもらう目的で、新しく留学生が入学してくるた

びにWelcome Partyを開いています。回を重

ねるたびに参加者も多くなり、国際交流に関心の

ある日本人学生が増えているように感じます。英

語が出来ないから・・・とイベントに参加するのを

ためらう方がいますが、日本語を勉強しに来てい

る留学生にとって、私たちは生きた日本語に触れ

ることの出来る良い教材にもなりえます。私たち

日本人学生にとっても、英語圏以外の国も含め

世界中から南山大学に来ている留学生と友達に

なれることは、今まで知らなかった世界を知る絶

好のチャンスです。このチャンスをもっとたくさ

んの方に活かしてもらうために、私たちは留学生

にも日本人学生にも喜んでもらえるような、そし

て新しい世界を知る架け橋となるような企画を、

これからも考えていきたいと思います。 

「働く現場見学ツアー」２００７年度実施企業 
（株）日立システムアンドサービス、（株）豊田自動織機、 
（株）中日新聞社、名古屋テレビ放送（株）、ANA中部空港（株）、
（株）ジェイエア 

中村 元哉 

新しい中国近現代史像を求めて 
私の 研

究 

専攻分野は「中国近現代史」「東アジア国際関係論」。 

長期研究テーマは「近現代中国および近現代東アジアにおける

リベラリズム思想の受容と展開」。 

主な著書は「戦後中国の憲政実施と言論の自由１９４５-４９年」

（東京大学出版会　２００４年）など。 

担当科目は「中国近代史」「中国欧州交流史」など。 

 

なかむら・もとや 
 外国語学部アジア学科准教授 

歴代学長の紹介 

アロイジオ・パッヘ 
在任期間 ： １９４９年～１９５７年 
所属 ： 文学部教育学科 

初代 

ハンス ユーゲン・マルクス 
在任期間 ： １９９３年～２００８年 
所属 ：  人文学部キリスト教学科 

ミカエル・カルマノ 
任期 ： ２００８年４月～ 
所属 ：  人文学部心理人間学科 

１９４８年７月２３日生まれ。ドイツ連邦共和国ヘッセン州出身。１９７０
年ドイツの聖アウグスティヌス哲学神学大学を卒業し、同年南山
大学への外国人留学生として来日、１９７４年南山大学文学部神
学科卒業。１９７５年カトリック司祭。１９８３年アメリカのシカゴ大
学でPh.D.取得。１９８４年南山大学文学部講師となり、助教授を
経て１９９６年教授（２０００年より人文学部教授）。専攻は「教育課
程論」。１９９９年南山学園理事長。２００８年４月南山大学長に就任。 

ヨハネス・ヒルシュマイヤー 
在任期間 ： １９７２年～１９８３年 
所属 ：  経営学部経営学科 

沼澤 喜市 
在任期間 ： １９５７年～１９７２年 
所属 ： 文学部人類学科 

1302エヌイーエス
2008

03.11

L04
46914
DNE5A8

倉田
698

303ブレティン3月号　Vol.164
オモテ 下版



 

 

　マルクス学長就任直後、南山学園と名古屋

聖霊学園との法人合併に向けた討議が重ねら

れた。両学園の設立母体であるカトリック修道

会の創立者は同一人物で建学の精神も共有

していることから、合併することで強固な理想に

立ってより優れた教育体制が樹立されるという

期待感があった。マルクス学長はこの合併に

際して「国際化が叫ばれる現代社会の中にあ

って、大学と2つの短大の持つ知識を結集し、

その要請に応えていかなければならない。」とし、

国際関係を軸とした新学部構想を提案した。

この法人合併は、文部省所管学校法人同士の

合併としては日本で初めてであったため、報道

にも大きく取り上げられ、他の学校法人をはじ

め社会から注目を集めることになった。 

 

 

　法人合併という一大事業が完了すると、南

山大学と名古屋聖霊短期大学の協議の上で、

南山大学瀬戸キャンパスの開設、南山大学と

南山短期大学・名古屋聖霊短期大学間の改

組改編が進められた。 

　名古屋キャンパスの既存学部（文学部・外国

語学部）の改組は、本学の伝統的な特色ある

教育の更なる充実化を目的として進められた。

マルクス学長は学長就任時、「南山大学を通し

て世界が見える。」という視点から、語学教育と

国際化の充実を目指した学部・学科の改組、改

編を示唆した。旧文学部は人文学部に名称を

変更し、「キリスト教学科」「人類文化学科」「心

理人間学科」「日本文化学科」の4学科に編成。

旧語学系学科は新たに外国語学部としてまとめ、

「フランス学科」「ドイツ学科」「英米学科」「ス

ペイン・ラテンアメリカ学科」、それにマルクス学

長の強い要望でもあった「ア

ジア学科」を新設し計5学

科に編成、より徹底した語

学教育と地域研究を目指

すこととした。 

　一方、瀬戸キャンパスの

新学部設置については、

既存学部とのバランス、社

会的な需要に応える形で

の設置を念頭に置いて検

討し、「数理情報学部」「総合政策学部」の2

学部が新設された。特に「数理情報学部」の

開設は、文系・理系両方をあわせ持つ真の意

味での総合大学への生まれ変わりを意味し、

このことは、グローバル化・情報化した現代社

会のニーズに応えようとする「外に対する責任」

とともに、本学創立の基礎を築いたパッヘ神父

らが抱いていた理系を含む総合大学への発

展の意向を実現させる「内に対する責任」を

果たすものでもあった。そしてマルクス学長は、

「南山大学は私たちの世代さえ守ってくれれ

ばそれでいいというわけにはいきません。何十

年も先の未来人たちのものである南山大学を

彼らに胸をはってバトンタッチできる、そんな大

学に築き上げる使命があります。未来人のた

めに長期的な展望に立って不断に改革を進

めていかなければなりません。」と、これから果

たさなければならない「未来に対する責任」を

述べた。 

 

 

　新しいかたちの大学がスタートした2000年

度、マルクス学長は「絶えざる自己改革」という

キー・フレーズを掲げた。これは、「新しい形を

作っただけで仕事は終わったわけではなく、む

しろそれをどう活かしていくかである。大学が

社会の評価に耐えうる形で発展していくため

には、自らの研究・教育を常に高い水準で維持

すると同時に、さらなる向上を目指す不断の努

力が必要である。」と

いうマルクス学長の強

い思いが表現されてお

り、新学部新学科体制

の中で構築されたカリ

キュラムの提供する教

育の質的向上が目指

されることとなった。 

　また2000年度学長方針

において、「実務家による講

義がもっと拡大、拡充されて

もよいのではないか」という

考えを打ち出し、従来の大学院の伝統を活か

しつつも時代の要請に対応するため、社会人

などの積極的な受け入れ、高度職業人の養成

といった新たな大学院のあり方が検討された。

そして2004年、瀬戸キャンパスの2学部を基盤

とした新大学院「総合政策研究科」「数理情

報研究科」、旧文学部・外国語学部を基盤とし

た「人間文化研究科」「国際地域文化研究科」、

それに南山大学初の専門職大学院となる「法

務研究科（法科大学院）」の5研究科を設置し

た。さらに2006年には、マルクス学長の強い要

望でもあったビジネススクールを開設した。 

　外国語教育の分野でも、「語学の南山」とい

う世間の評判と期待に応えるべく「学ぶ外国語」

から「使える外国語」を目標として改革を進めた。

2007年4月英語教育センターを開設し、習熟度

別クラス編成の全学的導入など英語教育プロ

グラム全体の再構築が図られ、瀬戸キャンパス

に続いて名古屋キャンパスにもワールドプラザを

設置、学生の語学に関するさまざまな学習ニー

ズに応える体制が整った。 

　キャンパス整備の面においては、名古屋キャ

ンパスの法務研究科の開設にともない法科大

学院棟（Ａ棟）が建設されたのに続き、その隣

接地にＢ棟・Ｃ棟を

建設、あわせて山

手通りに面する「山

手通門」とそこに

至るアプローチも完

成し、学生サービス

の充実が図られた。 

 

 

　2005年4月1日付「理事長基本方針」で示さ

れた20年後の将来像の検討要請を受けて、建

学の理念の再解釈を行い、20年後の将来像（グ

ランドデザイン）を策定し、そのビジョン・キーフ

レーズを「個の力を、世界の力に。」と定めた。

このビジョンは、「人種、障がい、宗教、文化、性

別など、様 な々違いを認識し、多様性を前提と

した人間の尊厳、他者の尊厳を大切にし、人々

が共生・協働することで、新たな価値の創造に

貢献する」ことを意味する。このビジョンに基

づき、ビジョン実現のための中長期目標、その

目標を実現するための4つの改革テーマ「1.教

育対象の幅の拡大」「2.学問領域の幅の拡張」

「3.教育・研究を中心とした社会貢献のさらな

る強化」「4.地域・企業・卒業生・海外との共生・

協働の強化」が策定された。 

 

 

　2008年4月南山大学附属小学校が開校する。

南山小学校は、南山学園の創立者ヨゼフ・ライ

ネルス師が住民の要望を受けて1936年に設

立し、戦時下の社会情勢のもとで1941年に廃

止されて以来の復活となる。そもそもこの小学

校設立時の教育方針には南山学園が総合

学園を目指すことが表明されており、その志を

受けたアロイジオ・パッヘ師は1951年総合学

園構想（小学校から大学院まで）を策定して

いる。この構想から半世紀、南山大学附属小

学校として再興が決定した。この初等教育の

再興は、2007年が学園の設立母体の神言会

会員来日100周年、また南山学園創立75周年

に当たり、学園創立以来の総合教育を実現す

べき時宜にかなったものといえよう。そして、マ

ルクス学長がその初代校長に就任することは、

学園のキリスト教教育の永続的な継承を根幹

として、学園の教育が大学を中心として学園

全体が一体となった中で進められていくことを

示しているといえるだろう。 

 

 

トヨタ自動車（24） デンソー（12） ＩＮＡＸ（9） 日本特殊陶
業（9） アイシン精機（9） 凸版印刷（8） 日本ガイシ（8） 
トヨタ紡織（8） 三菱重工業（7） 日本アイ・ビー・エム（7） 
アイシン・エィ・ダブリュ（7） 林テレンプ（6） 豊田自動織
機（5） 日本たばこ産業（5） 大日本印刷（4） 東海ゴム工
業（4） 森精機製作所（4） リンナイ（3） 富士機械製造
（3） ヤマザキマザック（3） ブラザー工業（3） マキタ（3） 
東海理化電機製作所（3） 豊田鉄工（3） ヒロタ（2） イギ
ン（2） 日本メナード化粧品（2） 富士ゼロックス（2） 村田
機械（2） スタンレー電気（2） 三菱電機（2） 日立製作所
（2） 住友電気工業（2） 愛三工業（2） アイシン高丘（2） 
フタバ産業（2） アイシン・エーアイ（2） ベイクルーズ（2） 
カネハツ食品（1） フジパングループ本社（1） サッポロビ
ール（1） アサヒビール（1） 明治製菓（1） レナウン（1） 
ジュンアシダ（1） ニチハ（1） ニトリ（1） 小林クリエイト（1） 
笹徳印刷（1） 竹田印刷（1） 中日本印刷（1） 東洋印刷
工業（1） 図書印刷（1） 大阪シーリング印刷（1） イノアッ
クコーポレーション（1） 岐阜プラスチック工業（1） 豊田
合成（1） 関西ペイント（1） 川上産業（1） 三和化学研究
所（1） 大洋薬品工業（1） ノリタケカンパニーリミテド（1） 
美濃窯業（1） 愛知製鋼（1） 大同特殊鋼（1） パロマ（1） 
ＹＫＫグループ（1） オリバー（1） 大洋技研工業（1） 日本
トムソン（1） マルヤス工業（1） 中央可鍛工業（1） 青山
製作所（1） 新東工業（1） 川崎重工業（1） 日本電気（1） 
シャープ（1） 村田製作所（1） 住友電装（1） 京セラ（1） 
ヤマハ（1） 東リ（1）  
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三菱東京ＵＦＪ銀行（24） 大垣共立銀行（23） 東京海上日
動火災保険（22） 愛知銀行（17） 損害保険ジャパン（17） 
三井住友海上火災保険（17） 十六銀行（14） 岡崎信用金
庫（14） 名古屋銀行（11） 野村證券（10） 三井住友銀行
（9） 岐阜信用金庫（9） 碧海信用金庫（8） 百五銀行（7） 
三重銀行（7） 大和証券（7） 明治安田生命保険（7） 東海
東京証券（6） 第一生命保険（6） みずほフィナンシャルグ
ループ（6） 中京銀行（5） 日本生命保険（5） 第三銀行（4） 
瀬戸信用金庫（4） ＳＭＢＣフレンド証券（4） 愛知県信用保
証協会（3） 新光証券（3） 住友生命保険（3） 大同生命保
険（3） アメリカンファミリー生命保険会社（3） 三菱ＵＦＪ証
券（3） みずほ信託銀行（2） 住友信託銀行（2） 中央三井
信託銀行（2） 東濃信用金庫（2） 西尾信用金庫（2） 尾西
信用金庫（2） 東海労働金庫（2） 浜松信用金庫（2） 中小
企業金融公庫（2） 農林中央金庫（2） みずほインベスター
ズ証券（2） 日興コーディアル証券（2） ニッセイ同和損害保
険（2） あいおい損害保険（2） 三菱ＵＦＪ信託銀行（2） か
んぽ生命保険（2） りそなホールディングス（2） 静岡銀行（1） 
清水銀行（1） 北國銀行（1） 岐阜銀行（1） 日本銀行（1） 

金融・保険 
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合計 
３４５ 

学科 
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名港海運（7） 郵船航空サービス（6） 西日本電信電話（6） 
東海旅客鉄道（4） 日本通運（3） エヌティティドコモ東海（3） 
旭運輸（2） 東陽倉庫（2） 全日本空輸（2） 豊通シスコム（2） 
愛知海運（1） 伊勢湾海運（1） 近鉄エクスプレス（1） 日本
航空インターナショナル（1） 日本トランスシティ（1） 高末（1） 
フジトランスコーポレーション（1） 遠州鉄道（1） 東急鯱バス
（1） 西日本旅客鉄道（1） エバーグリーン・シッピング・エージェ
ンシー・ジャパン（1） 三井倉庫（1） 新協オートサービス（1） 
日立物流（1） 中部国際空港（1） ジャパントラスト（1） キユー
ソー流通システム（1） サカイ引越センター（1） ケイヒン（1） 
ジェイエア（1） 郵便事業（1） 三菱化学物流（1） アオキ（1） 
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１２ 
情 

３ 
数 

２ 
合計 

６０ 
学科 
内定者数 

郵便局（14） トヨタファイナンス（8） インテリジェンス（6） 
豊通ヒューマンリソース（6） ＪＴＢ中部（5） アデコ（4） 
近畿日本ツーリスト（3） 名鉄観光サービス（3） エイチ・
アイ・エス（3） オリックス（3） セントラルオートリース（3） 
ピープルスタッフ（3） ＪＡＬスカイ名古屋（3） ジェイアール
東海ホテルズ（2） クラブツーリズム（2） リゾートトラスト
（2） 柿安本店（2） 監査法人トーマツ（2） 出雲殿グルー
プ（2） パソナ（2） ジェイエイシージャパン（2） グリーンズ
ホテルシステムズ（2） ＪＡＬカーゴサービス（2） 名古屋東
急ホテル（1） 名古屋ヒルトン（1） プリンスホテル（1） 日
本旅行（1） 阪急交通社（1） トヨタツーリストインターナ
ショナル（1） ジェイエスティ（1） 長島観光開発（1） わら
び座（1） 瀧冨工業（1） 中部しんきんカード（1） 中央総
研（1） 名南経営センターグループ（1） セコム（1） 日立
ビルシステム（1） ヒューマンリソシア（1） マンパワー・
ジャパン（1） 平安閣（名古屋）（1） 中部国際空港旅客
サービス（1） ＪＴＢ東海（1） エーエヌエースカイパル（1） 
三菱ＵＦＪリース（1）  

各種サービス 
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合計 

１５８ 
学科 
内定者数 

ユーフィット（12） ＣＳＫシステムズ（5） 日立システムアンド
サービス（5） 富士通中部システムズ（5） 東邦ガス情報シ
ステム（5） トヨタコミュニケーションシステム（5） オービック
（5） 中部日本電気ソフトウェア（4） アイシン・エンジニアリ
ング（4） トヨタ情報システム愛知（3） 三菱電機メカトロニ
クスソフトウエア（3） 東芝情報システム（2） ジェイアール
東海情報システム（2） ＮＴＴデータ東海（2） 中電シーティー
アイ（2） トヨタテクニカルディベロップメント（2） 兼松エレク
トロニクス（1） 住商情報システム（1） ＴＫＣ（1） 三菱電機
インフォメーションシステムズ（1） 日立情報システムズ（1） 
三菱電機エンジニアリング（1） ＮＥＣシステムテクノロジー（1） 
伊藤忠テクノソリューションズ（1）  

情報処理 
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合計 
１４４ 

学科 
内定者数 

リクルート（10） アドバ（4） アドプランナー（3） 毎日コミュニ
ケーションズ（3） 中日新聞社（2） 中日アドレップ（2） エン・
ジャパン（2） ジェイ・ブロード（2） 日本経済新聞社（1） 時
事通信社（1） 北海道新聞社（1） 中國新聞社（1） 文渓堂
（1） プロトコーポレーション（プロトグループ）（1） リクルート
ＨＲマーケティング東海（1） ゼンリン（1） 名古屋流行発信
（1） 名古屋テレビ放送（1） 中部日本放送（1）  

マスコミ 
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57
学科 
内定者数 

愛知県教育委員会（9） 名古屋市教育委員会（6） イーオン
（3） 岐阜県教育委員会（2） 野田塾（2） ヒューマンアカデ
ミー（2） 豊田工業大学（2） 美濃加茂学園（美濃加茂中学
高等学校）（1） 南山学園（1） 金城学院（1） 滝学園（滝高
等学校・中学校）（1） 桜丘学園（桜丘高等学校・中学校）
（1） 亨栄学園（鈴鹿中学・高等学校）（1） 藤田学園（藤田
保健衛生大学）（1） 人間環境大学岡崎学園高等学校（1） 
ＥＣＣ（1） 河合塾（1） 秀英予備校（1） 明光ネットワークジャ
パン（1） 螢雪ゼミナール（1） ジオス（1）  

教育 
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５１ 
学科 
内定者数 

日通商事（8） ユニー（7） 瀧定名古屋（6） 愛知トヨタ自動
車（5） 阪和興業（5） 豊島（4） 中央工機（4） サンゲツ（4） 
ブラザー販売（3） 萩原電気（3） 名古屋スバル自動車（3） 
イオン（3） カーマ（3） ジェイアール東海高島屋（3） 浅井
産業（3） モリリン（2） リオチェーン（2） トゥモローランド（2） 
中北薬品（2） クラヤ三星堂（2） メガネの和光（2） 愛眼
（2） 三洋堂書店（2） ＵＳＥＮ（2） 松坂屋（2） 三交クリエイ
ティブ・ライフ（2） ＮＩ帝人商事（2） 名鉄協商（2） 日本紙
パルプ商事（2） スギ薬局（2） 米国三越（2） 万兵（2） 伊
藤忠食品（1） タキヒヨー（1） ＡＯＫＩホールディングス（1） 
八木兵（1） サンエー・インターナショナル（1） スズケン（1） 
中部薬品（1） 一光（1） ガステックサービス（1） 槌屋（1） 
ＬＶＪグループ（ルイ・ヴィトン ジャパン）（1） フィットハウス（1） 
藤栄（1） カノークス（1） 三菱商事テクノス（1） 内田洋行
（1） ドイツ三越（1） 興和（1） 三菱商事（1） 岡谷鋼機（1） 
セブンイレブンジャパン（1）  

商社・流通 
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１９６ 
学科 
内定者数 

旭化成ホームズ（4） 積水ハウス（3） 住友不動産販売（3） 
東建コーポレーション（2） 中部プラントサービス（2） セキス
イハイム中部（2） 赤塚植物園グループ（1） 竹中工務店（1） 
名工建設（1） 矢作建設工業（1） 前田建設工業（1） 戸
田建設（1） 東海建設（1） トーエネック（1） 日本電話施設
（1） ＹＫＫ ＡＰ（1）  

建設・不動産 
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全業種 
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１４８２ 

学部 
学科 
内定者数 

愛知県警察本部（12） 名古屋市人事委員会（10） 裁判
所事務官 種（6） 中部電力（4） 愛知県人事委員会（4） 
四日市市役所（4） 愛知県警察職員（4） 東邦瓦斯（3） 日
本赤十字社愛知県支部（3） 国税専門官（2） 岐阜市役
所（2） 国家公務員  種（2） 愛知県人事委員会（学校事
務）（2） 愛知県国民健康保険団体連合会（2） 愛知県経
済農業協同組合連合会（2） ＪＡバンク三重信連（三重県
信用農業協同組合連合会）（2） 清須市役所（2） 碧南市
役所（1） 江南市役所（1） 刈谷市役所（1） 蒲郡市役所
（1） 名古屋市消防局（1） 岐阜県人事委員会（1） 東京都
人事委員会（1） 長野県人事委員会（1） 豊明市役所（1） 
知多市役所（1） 半田市役所（1） 可児市役所（1） 桑名
市役所（1） 奈良県教育委員会（文化関係）（1） 長久手
町役場（1） 東海財務局（1） 名古屋国税局（1） 都市再
生機構（1） 愛知県信用農業協同組合連合会（1） 静岡
県信用農業協同組合連合会（1） ＪＡ愛知西（1）全国共
済農業協同組合連合会 愛知県本部（1） ひまわり農業協
同組合（1） 岐阜県厚生農業協同組合連合会（1） 保見
ヶ丘ラテンアメリカセンター（1） 刈谷豊田総合病院（1） 
愛知県厚生農業協同組合連合会（1） 飯田設計（1）  

公務・公益・団体・その他 
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業種別・学科別就職内定状況  

都道府県別求人企業数・就職内定状況 
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　民間企業による2008年3月卒業予定

者に対する求人倍率は2.14倍（昨年度

1.89倍）と、16年ぶりに2倍を超える水準

となった。しかし従業員1,000人以上の

企業では0.77倍となっており、「大手志向」

が強い学生にとっては楽観視できない

状況となっている（リクルートワークス研

究所調べ）。今年度の採用では早期化

と集中化（大手を中心として一斉に内々

定が出される）が見られた。一方、採用

基準はあまり下がっておらず、学生の2

極化傾向も依然存在している。希望通

りの結果を得るためには、強い意志、早

い準備が不可欠な状況に変わりはない。 

　本学の2007年度就職内定率は、全

体で82.6%となっている。いまだ進路届

けを出していない学生もいるが、最終的

には概ね昨年同様の数字が予想され

る（昨年度最終：全体98.8、男子98.7、女

子98.8％）。 

　業種別・学科別の内定状況は別表

の通りである。進路先は、例年同様、地

元を中心とした金融業界が最も多く（23.3

％）、各種製造業（20.9％）、商社流通

業（13.2％）が続いている。 

（就職委員会委員長　荒井 好和） 
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■ 合格発表 ■ ４年連続志願者増 

男子 
内定者数 

女子 
内定者数 

求人企業数 

県 名 

586 896
3,797社 

合 計 

都道府県別  志願者・合格者 

 

　2008年度入試［前期日程］の志願者

数は、昨年度を上回る21,750人（昨年

比約1.9%増）となった。内訳は、一般入

試14,048人（同約4.3%増）、センター

併用マルチ入試（センター50）4,488人

（同約0.6％減）、センター利用入試

（センター100）［前期］3,214人（同約

3.9％減）である。18歳人口が4年前か

ら13万人、昨年から6万人減少している

中での4年連続の志願者増である。 

 

 

　合格発表は、Webページ上に合格者の受

験番号を掲載し、併せて合格通知書を発送し

て行っている。今年度は、一般入試4,522人、

センター併用マルチ入試（センター50）1,743人、

センター利用入試（センター100）［前期］1,570人

の合格者を2月20日に発表した。 

（学務部 入試課） 
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三重 
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1,120

4,522 
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4,488

1,570 
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合計 
一般入試 
合格者数 

センター50 
合格者数 

一般入試 
志願者数 

センター50 
志願者数 

都道府県（出身高校所在地） 
センター１００ 
（前期）合格者数 

センター100 
（前期）志願者数 

※追加合格は含んでいません。 
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78  
1,743 

41  

285  

239  

249  

814  

551  

226  

147  

161  

255  

1,340  

 

 

433  

 

 

439  

501  

 

 

698  

 

 

291  

4,516 

46  
389  
375  
315  
1,125  
518  
190  
186  
146  
127  
1,167  

 
 

477  
 
 

516  
486  
 
 

553  
 
 

164  
4,488 

25  

260  

237  

216  

738  

245  

126  

80  

49  

74  

574  

529  

155  

684  

360  

201  

561  

460  

460  

184  

644  

391  

169  

560  

4,221 

26  
279  
250  
252  
807  
228  
113  
118  
82  
88  
629  
598  
212  
810  
382  
195  
577  
441  
449  
224  
673  
359  
226  
585  
4,522 

62  

702  

695  

657  

2,116  

1,150  

398  

214  

171  

417  

2,350  

1,985  

418  

2,403  

1,265  

664  

1,929  

1,311  

1,592  

593  

2,185  

802  

379  

1,181  

13,475 

73  
845  
798  
716  
2,432  
1,028  
359  
355  
206  
240  
2,188  
1,795  
495  
2,290  
1,157  
576  
1,733  
1,395  
1,884  
921  
2,805  
735  
470  
1,205  
14,048 

人文 
 
 
 
 
外国語 
 
 
 
 
 
経済 
 
 
経営 
 
 
法 
総合 
政策 

 
数理 
情報 

 
合計 

キリスト教学科 
人類文化学科 
心理人間学科 
日本文化学科 
人文学部計 
英米学科 
スペイン・ラテンアメリカ学科 
フランス学科 
ドイツ学科 
アジア学科 
外国語学部計 
経済学科Ａ方式 
経済学科Ｂ方式 
経済学部計 
経営学科Ａ方式 
経営学科Ｂ方式 
経営学部計 
法律学科 
総合政策学科Ａ方式 
総合政策学科Ｂ方式 
総合政策学部計 
数理情報学部所属Ａ方式 
数理情報学部所属Ｂ方式 

数理情報学部計 
 

一般入試 
志願 

2008
学部 学科・方式 

合格 
センター５０ 

志願 合格 
センター１００［前期］ 
志願 合格 

2007

学部・学科別 志願者・合格者推移 

10 
23

11 
31

高卒認定・その他 

21 
99

２００７年度をもってハンス ユーゲン・マルクス学長は南山大

学長を任期満了により退任し、２００８年度から南山学園理事

長および南山大学附属小学校校長に就任する。第４代学長ロ

バート・リーマー師の後を継いだ１９９３年から１５年間にわた

るマルクス学長の功績を大学の歩みとともに振り返ろう。 

ハンス ユーゲン・マルクス 
南山大学長 

特集  

　人文学部のキリスト教学科、人類文化

学科の2学科と経済学部の一般入試があ

った2月10日は、前日に降った雪の影響で

試験開始時刻を1時間繰下げて実施した。

受験者の不安を取り除き、安全を考えてこ

の措置をとった。前日に降り積もった雪は、

当日朝の冷え込みにより凍結し、名古屋キャ

ンパス周辺もかなり滑りやすい状態であった。

当日は、約3,200名が本学の入試に臨ん

だが、遅刻者も欠席者も特に増えることなく、

順調に試験を実施することができた。 

■ ２月１０日、雪の影響により試験開始時刻１時間繰下げ 

一
般
入
試
・
セ
ン
タ
ー
併
用
マ
ル
チ
入
試
（
セ
ン
タ
ー
５０
）・ 

セ
ン
タ
ー
利
用
入
試
（
セ
ン
タ
ー
１
０
０
）﹇
前
期
﹈ 

ドイツの聖アウグスティヌス哲学・神学大
学哲学科卒業。 

南山大学への外国人留学生第1号とし
て来日。 

南山大学文学部神学科卒業。 
ローマのグレゴリアナ大学にて神学博士
号取得。以来、南山大学で教鞭をとる。 

南山大学文学部教授。 
（学部改組に伴い、2000年人文学部教授。） 

第5代南山大学長に就任。 
（2008年3月退任） 

南山学園理事長、南山大学附属小学校
初代校長に就任。 

1968年　 

 

1970年　 

 

1972年　 

1978年　 

 

1986年　 

 

1993年4月　 

 

2008年4月　 

1944年7月7日生まれ。 
ドイツ連邦共和国ノルトライン・ヴェストファーレン州出身 

●マルクス学長（略歴） 

（※） （※） 

我が国初の学校法人合併 

絶えざる自己改革 

個の力を、世界の力に。 

初等教育から高等教育まで 

未来に対する責任 

２
０
０
８
年
度
入
試
結
果 

２
０
０
８
年
度
入
試
結
果 

２
０
０
７
年
度
就
職
状
況 

２
０
０
７
年
度
就
職
状
況 
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